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「和歌と軍記」展にあたって 

 

 本学文学部は、昨年度４０周年を迎えました。初代の文学部長は久松潜一先生でし

た。久松先生が中世文学の分野でも大きなお仕事を残されたことは、周知のとおりで

あります。中世文学会５０周年の企画の一環として、本学図書館で中世文学関係の典

籍の展観を開催できますことは、一つの機縁であると思います。今回は、「和歌」と「軍

記」を中心とした書目を展示いたします。折しも『古今和歌集』から１１００年、即

ち『新古今和歌集』から８００年に当たりますので、『新古今和歌集』の諸本に加え、

新古今歌人の関わった歌合、そして久松先生が切り開き本学の研究の伝統にもなった

京極派勅撰集の断簡等を出陳いたします。また軍記関係では最近話題の『平家物語』

の諸本ならびに、近時少しづつ収蔵を進めております『曾我物語』の諸本の中からい

くつかの伝本を、さらに現存最古写本のうちの一本と目される『御成敗式目』も初の

お目見えとなります。どうぞ、この機会にご覧いただければ幸いです。 

 

２００５年５月 文学部日本文学科 

 

※この解題は、高田信敬、中川博夫、堀川貴司、伊倉史人、石澤一志が担当しました。 
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I 歌 書 

1 新古今集断簡（伝藤原為家筆）                 鎌倉時代中期写    軸装１幅 

2 新古今集断簡 西山切（伝高倉清範筆）            鎌倉時代中期写    軸装１幅 

3 新勅撰集断簡（伝二条為氏筆）                    鎌倉時代後期写     軸装１幅 

4 玉葉集断簡（伝後醍醐天皇筆）                    南北朝時代写       軸装１幅 

5 風雅和歌集断簡（尊円親王筆奏覧本）              南北朝時代写          １葉 

6 閑谷集断簡（伝寂蓮筆）                          鎌倉時代前期写        １葉 

7 大慈八景詩歌集断簡 畠山切               南北朝時代写          １葉◎ 

8 新古今和歌集 巻八 零本（伝後醍醐天皇筆）    鎌倉時代後期写    巻子１軸 

9 新古今和歌集（上杉鷹山・伊佐早謙旧蔵）        室町時代中期写     袋綴４冊 

10 新勅撰和歌集 上（伝後伏見天皇筆）          鎌倉時代末期写   列帖装１冊 

11 新勅撰和歌集 下                               鎌倉時代末期写   列帖装１冊 

12〔定家卿百番自歌合・家隆卿百番自歌合〕           室町時代末期写     袋綴１冊 

13 時代不同歌合                                   室町時代後期写   列帖装１冊 

 

II 軍記と周辺 

14 平家物語 零本                                 室町時代末期写     袋綴２冊 

15 平家物語                                       江戸時代前期写   袋綴１２冊 

16 異本平家物語断簡 長門切（伝世尊寺行俊筆）     鎌倉時代末期写         ３葉 

17 曾我物語 零本                                 室町時代末期写     袋綴４冊 

18 曾我物語 蒔絵箱入                             江戸時代初期写   袋綴１２冊 

19 曾我物語（伝飯尾常房筆）                       江戸時代前期写  列帖装１２冊 

20 八幡愚童訓断簡（後崇光院筆）                   室町時代初期写         １葉◎ 

21 御成敗式目                                     鎌倉時代末期写     袋綴１冊 

 

◎＝個人蔵 
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Ⅰ 歌書 

 

１ 新古今和歌集断簡 （伝藤原為家筆） 鎌倉時代中期写 軸装１幅 

 藍内曇料紙（縦２４．０、横９．６糎）に巻十三恋三１１５４・１１５５を写す。現

在５行をとどめるが、毎半葉７～８行の列帖装四半本であったか。２首目の初句「あふ

まての」は通常「あすまての」に作る。 

 内曇料紙を用いた伝為家筆新古今集断簡には、四半切１種（古筆学大成１０）・六半

切１種（古筆切目安）が知られており、掲出の切はいずれとも一致しない。藤原為家（１

１９８～１２７５）の筆跡ではないが、ほぼ同時代か若干下る時期の書写であろう。 

 

２ 新古今和歌集断簡 西山切（伝高倉清範筆） 鎌倉時代中期写 軸装１幅 

 白斐紙（縦１６．５、横９．７糎）に巻十羈旅９００・９０１を写す。原態は縦１７

糎、横１６糎程度の列帖装升型本で、毎半葉１０行ほどに書写していたが、掲出の断簡

では７行を残す。新撰古筆名葉集には「石山切」とあるが、古筆家伝来の手鑑『藻塩草』

に従って「西山切」と呼ぶ。ツレは巻十以降に限られ、上下２冊分写のうち下冊が分割

されたのであろう。まま見かける金銀泥の下絵断簡は、後世の描き加え。 

 小品ながら力強く個性的な風貌を備え、鎌倉時代前期にその書写年代を遡らせて考え

る研究者もある。伝称筆者高倉清範（？～１２２１～？）は明月記にもしばしば登場す

る能書家で、その女に河内本源氏物語夢浮橋書写を依頼された禅尼がいる。 

 

３ 新勅撰和歌集断簡 （伝二条為氏筆） 鎌倉時代後期写 軸装１幅 

 中心に折れ目のある斐紙（縦２３．１、横１３．９糎）を用いるが、原態は列帖装四

半本。手沢から見て丁のウラ面。巻十七雑二１１７５・１１７６を８行に写す。新撰古

筆名葉集為氏の項に「同（四半） 新勅撰歌二行書」に該当する名物切。 

 二条家の祖藤原為氏（１２２２～１２８６）の筆と伝えるが、少し下った頃の写しか。

藤井隆・田中登『国文学古筆切入門』２８にツレが掲げられる。古筆了音（１６７４～

１７２５）の極札を添え、その裏の「癸巳九」は正徳３年（１７１３）９月の鑑定たる

ことを示す。 

 

４ 玉葉和歌集断簡 （伝後醍醐天皇筆） 南北朝時代写 軸装１幅 

 斐紙四半切（縦２４．５、横１４．４糎）に巻十八雑五２５０８～２５１０（詞書）

を８行書写。本文は吉田兼右本と差がない。付属の桐箱蓋裏に「後醍醐天皇」と墨書し

た紙片を押す。 
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 古筆名葉集の類には記事のない切だが、古筆学大成１１にツレ１葉を掲げる。闊達な

書風は伝後醍醐天皇筆拾遺集香具屋切と似ており、それを根拠に掲出の断簡も伝称筆者

を後醍醐天皇としたのであろうか。時代相応の鑑定であり、伝京極為兼筆長柄切と並ぶ

屈指の本文資料と言えよう。 

 

５ 風雅和歌集断簡 （尊円親王筆奏覧本） 南北朝時代写 １葉 

 上下に藍内曇装飾を施した斐紙（縦２７．３、横１２．１糎）を用い、巻八冬７２６

（下句）・７２７を書写。歌１首をゆったりと２行に写す点、また当時最上級の料紙の

ひとつである雲紙を使用する点から見て、特殊な目的を予想させるものである。嘉右衛

門の極札に「伏見院」とするが、その皇子尊円親王（１２９８～１３１７）の筆跡。 

  尊円親王が風雅集の正本を書写したことは看聞日記永享７年（１４３５）８月２８日

条に見え、親王筆の巻十七雑下の１葉、当館蔵の２葉、竟宴に使われたと思われる真名

序と巻一末尾が伝来し、筆者の判明する勅撰集清書本として価値が高い。石澤一志「尊

円親王筆『風雅和歌集』奏覧の断簡」（国文鶴見３７）に紹介あり。今回は２葉の内１

葉を展示する。 

 

６ 閑谷集断簡 （伝寂連筆）  鎌倉時代初期写 １葉 

 やや粗い風合いの斐楮混漉き素紙（縦１６．２、横１５．１糎）に２０６詞書と歌を

７行書写。ツレを検するに毎半葉９～１０行が原則なので、左端２行程度を削去してい

ることになる。全面に裏ウツリ、１行目「うつ」は補筆であろう。 

 閑谷集は鎌倉時代初期に編まれた姓名未詳の僧の歌集で、成立時点をさほどくだらな

い古筆切が残るのは貴重。浅見和彦「『閑谷集』の作者ー西行の周縁・実朝以前として

ー」（和歌文学の伝統）によれば、作者は牧四郎国親の息男。大英博物館所蔵手鑑中に

も半丁分１０行が貼られる（森井信子「大英博物館蔵「御手鑑」の報告」国文鶴見３７）。 

 

７ 大慈八景詩歌集断簡 畠山切 南北朝時代写 １葉 ◎ 

 藍内曇斐紙（縦３２．３、横１９．４糎）に上下金界（界高２７．１糎）を引く。極

札なし。裏に「二条殿良基公ト両筆ノ内／今川了俊筆／名物畠山切」「良基公」（別筆）

の墨書あり。康暦二年（１３８０）、時の九州探題今川了俊が、日向国志布志の臨済宗

寺院大慈寺からの眺望がすばらしいことを聞き、瀟湘八景にならった八景を選定させ、

宗久に命じて京都の五山僧に詩を、歌人たちに歌を乞い、詩歌集としたもの。義堂周信

の序、二条良基の跋があったらしいが、現在完本は伝わらず、詩のみの写本があり、和

歌はこの畠山切と『為重集』所収の１首が知られるのみである。本断簡はこの集の新出



 6 

和歌であり、成立に深く関わった宗久（紀行文『都のつと』作者）の出詠が確認出来る

のも貴重である（文祐は未詳）。題は「野市炊煙」であろう。翻刻を付す。「僧文祐／い

ちひともいまかへるらしをちこちのさとにゆふけの煙たつみゆ／僧宗久／名をかくす

人やすむらし朝市にけふりをたてぬ草のいほりは」 

 

８ 新古今和歌集 巻八 零本（伝後醍醐天皇筆） 鎌倉時代後期写 巻子１軸 

 焦茶色蔓草文様緞子表紙（縦２３．５、横２３．３糎）は損傷がひどく、紫平紐もご

く一部を残すのみ。現在象牙軸の巻子本に改装され金銀箔散らしの豪華な裏打ちを施す

が、元来横幅１５糎程度、毎半葉８行書写の四半列帖装冊子本。巻八哀傷１００首中巻

頭部分（７５７～８１１）および８１５下句～８１８上句を欠く。撰者名注記・合点等

なし。切り出し歌を持たない系統の本文である。 

 金蒔絵「後醍醐天皇御筆」ある塗箱を桐の外箱に収め、寛文５年（１６６５）古筆勘

兵衛の折紙と極札を添える。折紙には「這新古今和歌集八ノ内壱巻／一覧仕候 後醍醐

天皇御／宸翰無紛者也・・・・・代金参枚可仕候（下略）」とあり、３００年以上形態

を変えていないことが推測される。 

 伝称筆者後醍醐天皇（１２８８～１３３９）と同じか、あるいは若干遡る時代の書写

と思われ、速度感のある堂々の書きぶりは見事。 

 

９ 新古今和歌集 上杉鷹山・伊佐早謙旧蔵 室町時代中期写 袋綴４冊 

 憲法色羅表紙（縦２８．４、横２０．１糎）。左肩に絹題簽（縦２１．８、横３．５

糎）を押し、「古写新古今和歌集 春（～冬）」と墨書、本文とは別筆。現在扉紙が元の

共紙表紙であったらしく、「新古今和歌集巻第一（第六、第十一、第十六）と記される

（本文、外題とも別筆）。料紙、斐楮交漉紙。全体に虫損を蒙り補修済み。補修に際し

天地、ノドの部分を裁断されている。毎半葉真名序１０行、仮名序及び本文１２行、和

歌１首１行書。撰者名注記、隠岐本合点等なし。本文系統は第二類本、切り出し歌を８

首含む。各冊巻首に「稽古堂蔵書」「伊佐早謙／古書之宝」の朱印あり。青磁色地に瑞

雲の緞子帙に収め、帙見返しに「新古今和歌集 全四冊／右 鷹山公御手沢本也毎巻有

稽古堂蔵書之御朱印可謹蔵／大正四年乙卯秋九月 伊佐早謙謹識（印）（印）」の識語あ

り。「稽古堂蔵書」印を米沢藩校の所用と見る説もあるが、藩校は稽古堂ではなく興譲

館。蔵書印は上杉鷹山（１７５１～１８２２）の号「稽古堂」を指すものと考え、上杉

家史編纂に従事した郷土史家伊佐早謙の認定に従い、江戸時代屈指の名君鷹山旧蔵と判

断する。 
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１０ 新勅撰和歌集 上 （伝後伏見天皇筆） 鎌倉時代末期写 列帖装１冊 

 縦２３．５、横１５．３糎。浅縹地に瑞雲を織り出した金襴表紙。銀切箔を密に蒔い

た見返しと共に後補。外題は無く題簽の跡もなし。内題は「新勅撰和歌集」（序）。全二

〇巻を上下に分写した内の上冊１０巻分。本文料紙は、斐紙。１面９行１首２行書。全

１０括から成り、墨付１４０丁（遊紙前一後五、一四六丁）。巻一春上４６番歌二行分

擦消跡あり、その理由不明。他にも数カ所、書き損じを擦消訂正し、作者を落として細

字補入した箇所もある。本を収める桐箱の蓋表に「新勅撰上 後伏見院筆」と墨書。現

在識語・極札・折紙の類は付属しないが、本文の最後に「墨付百四拾まい有」と書いた

小紙片が貼り付けられており、古筆家による鑑定が行われたものと推測される。勿論、

後伏見院の宸筆ではないが筆跡はその書流に連なるもので、書写年代は鎌倉時代後期か

ら末期頃であろう。「月明荘」の小印が捺されており、古書肆反町弘文荘の手を経て当

館に入ったもの。 

 新勅撰和歌集は、第九番目の勅撰和歌集。下命は後堀河院で、藤原定家単独撰。寛喜

二年（１２３０）に撰進の企てがあり、天福二年（１２３４）後堀河院が仮奏覧の直後

に崩御、定家が悲嘆の余り草稿を焼却。その後、後鳥羽・順徳を始めとする承久の乱関

係者の詠を百首あまりを切り出すなど、複雑な成立過程をたどりつつ、文暦二年（１２

３５）完成。新古今風の妖艶な歌は減少し、かわって平淡優美の詠が多いことから、定

家晩年の歌観が看取される点が興味深い。幕府関係者に配慮して多数の武家歌人を入集

させた為「もののふの八十氏川」との言葉つながりから「宇治川集」と綽名された。こ

の集は成立過程を反映して草稿本第一類から精撰本第四類に分かたれるが、この本はそ

れらのうち第四類に属し、特に定家自筆の模本と相近い。 

 

１１ 新勅撰和歌集 下 鎌倉時代末期写 列帖装１冊 

 縦２３．１、横１５．２糎。表紙は萌葱色地に、金泥の霞引・草花下絵を描いたもの

で、楮素紙の見返しと共に後補。外題は無く、題簽跡も見られない。内題は「新勅撰和

歌集巻第十一」。全２０巻を上下に分写した内の下冊１０巻分に相当する。本文料紙は

斐紙。１面９行１首２行を原則とするが、８行もしくは１０行の部分あり。二筆による

寄合書で、２５丁ウ４行目より手が変わる。全１２括で、墨付１５９丁（遊紙前２後５、

１６４丁）。訂正・補入若干、訂正は第二の手の部分に多い。虫損のほとんどない美本

ながら、第五括の一部８丁分が第８括に誤綴され、巻十四恋四の８９３～９０４すなわ

ち１２首２丁分落丁、巻十六雑一の１０７８を脱す（目うつりか）等、書誌的な欠陥が

見られる。精選本第四類定家自筆本の模本に近似し、奥書・識語、極札・折紙などは付

属しないが、書体と紙質から判断して、書写年代は鎌倉後期～末期であろう。なお新造
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の桐箱に「新勅撰和歌集 巻下 〈藤原定家撰／鎌倉末期古写本〉」と墨書、筆者は森

銑三。しかし本自体には反町弘文荘の「月明荘」印を持たない。 

 

１２〔定家卿百番自歌合・家隆卿百番自歌合〕 室町時代末期写 袋綴１冊 

 縦２８．７、横２０．５糎。表紙は雲母にて亀甲花文を刷った灰色布目紙で改装され

たもの。外題は無く、題簽跡もなし。内題は「百番歌合 定家家隆両卿 左右略之」（巻

首）、「百番歌合 定家卿自詠」（家隆卿百番自歌合の前）。書入・訂正少々。「百番歌合 

定家家隆両卿」とあるも、『定家家隆両卿撰歌合』とは別で、標題の二作品が合写され

ている。見返しは本文共紙（元来遊紙であったか）で、本文料紙は楮紙。丁数１８丁、

遊紙なし。虫損跡著しいが、全て裏打修補が施されている。１面１１行１首１行書。番

数を歌頭に記す。極札などは付属しない。書写年代は、書風から推して室町時代の末期

から江戸極初期か。『定家卿百番自歌合』は数次の改訂を経て成立したことが確かめら

れており、現存諸本のほとんどはその最後の段階を示しているが、掲出本は古い形をと

どめる本文を持ち、大変珍しい。『家隆卿百番自歌合』は、４０番右「さえ渡る」、８８

番右「月もよし」の二首を脱し、出典・詠作年次に関する注記を持たない。本奥書に「合

点京極黄門禅門点也」と見えるが、合点は記されていない。定家、家隆各々が秀歌と思

われる自詠２００首を選び、百番の歌合にまとめたもの。当代一流の両歌人の、自己の

作品に対する好尚を知る上で重要な資料である。巻末に「月明荘」の小印記があり、反

町弘文荘の手を経たもの。帙外題に「定家家隆百番歌合／附家隆卿自歌合〈足利末期古

寫／三条西家旧蔵〉」と墨書するのは、森銑三。旧蔵を示す印記・識語などは存しない

けれども、種々の徴証から三条西家に伝来したと推される。 

 

１３ 時代不同歌合 南北朝時代後期写 列帖装１冊 

 縦２４．５、横１７．４糎。縹色紗綾形地に巻龍の金襴表紙。銀切箔を密に蒔いた見

返し共々後補。外題は金泥下絵題簽に「時代不同歌合」と墨書、内題も同じ。料紙は斐

楮交漉。１面８行１首２行書、字高は約２２．５糎で、本の大きさに比べて見るに窮屈

な観があり、修補の際に若干天地が切り落とされているか。全四括から成り、墨付７０

丁（遊紙前後各１、７２丁）。奥書・識語等なし。巻末本文別手の薄墨で「すみ付七十

枚」と書き付けがあるが、古筆家のものであろう。但し現在極札・折紙の類は付属しな

い。「月明荘」の小印あり、反町弘文荘の手を経たもの。重厚な木箱に収められており、

箱蓋には金にて「時代不同歌合」と記す。 

 時代不同歌合は、後鳥羽院の撰。八代集の歌人１００名を選び、各人３首合計３００

首を左右に分かって１５０番の歌合とする。左方に古い時代の、右方に新しい時代の歌
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人を配するので「時代不同」の名がある。なお３００首中１００首以上を後鳥羽院自ら

撰した『新古今集』より採っている。本文は前後二系統に分かれ、前稿本は文暦２年（１

２３４）の、後稿本は嘉禎２年（１２３６）～延応元年（１２３９）の成立で、掲出本

は前者に属し、岩波文庫『王朝秀歌選』に翻字された書陵部本に近い。鎌倉期製作にか

かる絵巻の類を別とすれば、同じく南北朝期書写の万里小路仲房筆本（静嘉堂文庫蔵）

に次ぐ古さの伝本であろう。 

 

II 軍記と周辺 

 

１４ 平家物語 零本 室町時代末期写 袋綴２冊 

 藍色無地紙表紙（縦２２．４、横２１．６糎）。中央に蝋箋題簽（縦１５．０、横３．

３糎）を押し「平家物語 巻一（二）」と墨書（巻一本文と同筆）。内題同じ。料紙、楮

紙。毎半葉８行１７字内外。漢字平仮名交じり。巻一、二とは別手で、巻一の方が老筆

か。各冊、目録なく、また章段ごとの改行もせず書き通す。通常の分巻と同じく、巻一

は「内裏炎上」まで、巻二は「蘇武」までを書写。両巻にわたり朱筆書入あり。早い時

期に章段を示す合点と章段名（章段の切り方は必ずしも諸本と一致せず）、遅れて片仮

名傍訓・圏点等を記入したと思われる。横幅を大きくとった堂々たる写本で、覚一本系

統。室町時代に遡る伝本として貴重だが、惜しいことに三巻以下を欠く。 

 

１５ 平家物語 江戸時代前期写 袋綴１２冊 

 原装紺地金泥下絵表紙（縦２２．４、横２１．６糎）。下絵は各冊図柄を替える。表

紙中央に金霞引き斐紙題簽（縦１５．２、横３．５糎）を押し、「平家物語 一（～十

二終）」と墨書（本文とは別筆）。見返し、金布目紙。料紙、斐紙。毎半葉１０行２１字

内外。巻首に目録を付す。漢字平仮名交じりで、全巻一筆。巻十二に一方流覚一本系の

特徴である「灌頂巻」の内容を持ち、章段の立て方・文言の異同等から流布本の一本と

しられるも、「灌頂巻」の標目はなく、「女院御しゆつけの事」から始めている。「保元

物語／平治物語／平家物語」と銀蒔絵銘のある塗箱に収めるが、現在『平家物語』のみ

が存する。 

 

１６ 異本平家物語断簡 長門切（伝世尊寺行俊筆）  鎌倉時代末期写 ３葉 

 厚手斐紙（縦２９．８、横１２．５糎、縦３０．６、横１４．８糎、縦３０．２、横

１６．９糎）に各々６、７、８行書写。淡墨界（天地約２７糎）を施し、毎行１８字程

度の堂々たる世尊寺流が映える。新撰古筆名葉集に「平家切 巻物 上下横罫アリ」と
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見え、長門切の呼称は古筆家伝来の手鑑において付けられたもの。世尊寺行俊（？～１

４０７）と極められるが、実際の書写時期はもう一時代遡るであろう。現在５０葉以上

の断簡が知られ、数手の寄り合い書きであることが判明する。 

 おびただしい平家物語の伝本のうち、増補系特に源平盛衰記との関連が指摘され、そ

の祖本的要素を持つ（藤井隆「平家物語異本平家切管見」松村博司先生喜寿記念国語国

文学論集）。当館蔵の１１葉のうち、巻二十七「源氏追討使事」と「屋島合戦付玉虫立

与一射扇事」（２葉）の断簡を展示する。 

 

１７ 曾我物語 零本 室町時代末期写 袋綴４冊 

 改装藍色卍繋蓮華唐草文艶出表紙、縦２７．０、横１９．９糎。五つ目綴。料紙は斐

楮交漉。毎半葉１０行２０字内外（巻一・七）、１１行２５字内外（巻五・八・九）、字

高２２．５糎、漢字をごくわずかに交える平仮名書き、二筆あり、それぞれ同筆の訂正

書入あり。全１２巻のうち巻一・五・七・八・九のみの零本で、巻九は巻五と合綴され

ているため、計４冊。外題後補題簽左肩墨書「曽吾物語 一（五、八）」「曽我物語 七」、

内題「曽我物語巻第一」（目録）「曽我物語巻第五」（目録）「噌哦物語巻五」（巻尾）「曽

我物語巻第七」（目録）「曽我物語巻第八」（目録）「曽我物語巻第九」（目録・巻首・巻

尾）。巻五はじめの目録半丁分は後人の補筆で、その最初に「亨岳寿貞大姉御筆」とあ

る。それ以降の冒頭と同巻後半、および巻九全体が一筆、残りが一筆である。後者は特

に闊達自在な筆遣いで、安土桃山頃の雰囲気をよく伝える。漢語を含めてほとんどが仮

名表記であること、筆写の一人が女性であるとの識語があることなど、享受史の面から

も興味深い。本文は流布本系統に近いと見られる。 

 

１８ 曾我物語 蒔絵箱入 江戸時代初期写 袋綴１２冊 

 原装紺色金銀泥下絵（松竹梅や四季の草花、動植物、水辺の風景など。第１２冊には

銀泥で富士山が描かれる）表紙、縦３１．０、横２１．９糎。料紙は厚手上質の楮紙。

毎半葉１０行２４字内外、字高２３．４糎、漢字平仮名交じり、同筆にて濁点・振仮名

を付す。全文一筆。外題、中央に朱色金揉箔散らしの題簽（原）を貼り「曾我物語 一

（～十二）」と墨書。内題、目録・巻首・巻尾とも「曾我物語巻第一（～十二）」。黒漆

金蒔絵の内箱、杉白木の外箱あり。内箱蓋中央に金泥にて「曾我物語」、外箱蓋中央に

打付墨書「曾我物語／沢菴和尚筆」とあり。伝来不明ながら、装丁・料紙・箱など、丁

寧に調製された美本で、大名家クラスの所持品であったろう。まだ十分な調査は行われ

ていないが、武田本乙本に近い本文を有すると見られ、本文研究上重要な伝本となる可

能性がある。筆跡は公家や書家の能筆とは趣を異にし、連綿の少ない素朴な味わいのあ
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るもので、外箱に記す筆者沢庵（１５７３～１６４５）の和歌懐紙や書簡の書風に確か

に通うものがある。 

 

１９ 曾我物語 （伝飯尾常房筆） 江戸時代前期写 列帖装１２冊 

 原装紺地金泥下絵表紙（縦２４．２、横１８．１糎）。外題、表紙左肩に朱色地金泥

草花文様下絵題簽を押し、「曾我物語巻第一（～十二）」と墨書（本文とは別筆）。見返

し、七宝・丁子等の模様を空押しした金紙。内題、「曾我物語巻第一（十二）」。料紙、

斐紙。毎半葉１０行。字面高さ、約１９．２糎。全巻一筆の書写。黒漆蒔絵（雁に網代）

箱に収める。同箱左肩に「飯尾常房書／曾我物語 十二冊」とあり、また、箱上蓋中央

に貼付される極札にも「曾我物語 十二冊／飯尾常房書／室町家書吏／長禄三九月薨ス

／了佐極札」とあるが、掲出本は江戸時代前期の写し、飯尾常房（細川成之被官。鳥飼

流の書家。文明７年（１４７５）没。１７年（１４８５）とも。極めの「長禄三」は誤

り）を書写者に比定することはできない。本文を精査するに及んでいないが、巻九以降

の目次標目の立て方は１１行古活字版本のそれに一致する。 

 

２０ 八幡愚童訓断簡 （後崇光院筆） 室町時代初期写 １葉 ◎ 

 大四半切（縦２６．９、横１７．４糎）に１０行２８字程度書写、新撰古筆名葉集の

「巻物切 真名カナ交り」にあたると思われるが、いずれの切にも巻子本の明証なく、

掲出の断簡の場合料紙右下に手沢が見られるので、原態は後崇光院筆増鏡（前田尊経閣）

のような袋綴冊子であろう。新撰古筆名葉集で巻物切とされながら、実際は大型冊子本

である今川了俊筆伊予切が、類例として挙げられる。 

  伝称通り後崇光院（１３７１～１４５６）の書写と判断され、筆者の特定出来る点、

八幡愚童訓本文資料として最古の部類に属する点が貴重である。本文系統は小野尚志

『八幡愚童訓諸本研究』の甲類Ｂ、麦水本上１０オ～ウに相当。 

 

２１ 御成敗式目 鎌倉時代末期写 袋綴１冊 

 改装栗皮表紙、縦２０．４、横１６．７糎。料紙楮紙。墨付６６丁、遊紙なし。毎半

葉５行１１字内外、白界あり、界高１６．９、界幅３．０糎。ただし、１丁おき、もし

くは１丁の表裏交代で出現する。各丁原料紙は半葉ごとにばらばらで、全面裏打ち紙に

よって袋状にし、かつ裏打ち紙のみの部分を綴じ代に宛てている。これらを総合するに、

原装時には粘葉装両面書写で、糊付き部分が痛んだため、各丁を表と裏に剥いで袋綴に

改装したものであろう。巻首題「御成敗式目」。内容は式目本体５１条（末尾起請文を

欠く）に加えて、追加法のうち文暦２年閏６月２８日条（『中世法制史料集』第１巻所
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収追加法の番号で７３）、さらに「追加」と題して寛喜３年８月５日条以下１６条（３

５・４２・５３・２１・３４・５４・９３・９４・９６・９８・９７・１２１・１３９・

１４３～５）を収める。なお、式目第２５条末に追加第１５条の摘略を付加し、追加第

８条の途中に仁治元年（１２４０＝本書成立の上限）１１月２３日条（１５２）を挿入

する。なお最終丁裏１行目に「貞永□年□□□」とあるのは、本体末尾の年記を改装の

際にここへ移動させたものか。世尊寺流を思わせる流麗な字体、古態をとどめる返り点

や送り仮名から、鎌倉末期、遅くとも南北朝はじめ頃の書写と見られ、式目本文も同時

代の写本と遜色ない正確さを持つ。また「追加」１６条の配列は近衛家本追加ほかいく

つかの伝本の冒頭と一致し、かつ条数は最も少ない（ただし本書は改装を経ているので

後欠の可能性は考慮しなければならない）ことも、本書の由緒正しさを示すものであろ

う。今後の研究が待たれる。 

 


